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見守りってなぁに？ 

見守り活動は大きく三つに分

類されます。「いつもなら○○

なのに……」という生活上の

異変に気づくものから、あい

さつや声かけなど当たり前な

こと。実際に訪問を行い、状

況を確認するものなどに分か

れます。福祉の困りごとは、

水面下で小さなことが積み重

なり、大きくなって初めて表

に出てきます。そういった小

さな変化に気づくための活動

が見守り活動となります。 

見守り活動はそれだけを行お

うと思うと案外しにくいもの

です。「なにもないのに声をか

けにくい。」「理由もないのに

訪問しにくい。」という声を聞

き、左記の様に地域にある活

動と見守り活動を関連づけま

した。今自分の地域でどんな

活動が行われているか、それ

が見守りと関連付けられない

かを考えることも重要です。 

見守り活動と繋がりのある地域活動 

平成 28年度は福祉委員が委嘱される年となります。福祉委員の役割は「見守り」と

言われていますが、具体的にはどんなことなのか。今回の情報紙では題して「見守り

ってなぁに？」という特集を組ませて頂きました。福祉委員を推薦する区長さんを始

めとし、実際に初めて福祉委員になられる方々や、福祉委員と活動を共にすることが

多い民生委員さんの活動などにご活用ください。 

見守り活動の具体的事例 



 

 

見
区
の
福
祉
委
員
さ
ん
は
ど
ん
な
人
？ 

 
 

 
と
て
も
積
極
的
に
活
動
を
し
て
く
れ
て
い
る
の

で
、
助
か
っ
て
い
ま
す
。 

 

自
分
で
見
守
り
を
す
る
た
め
の
場
と
し
て
、
学
校

の
ラ
ジ
オ
体
操
期
間
が
終
わ
っ
た
後
も
、
高
齢
者
を

集
め
て
、
ラ
ジ
オ
体
操
を
企
画
し
た
り
、
地
区
民
が

顔
を
合
わ
せ
る
機
会
を
積
極
的
に
作
っ
て
く
れ
て
い

ま
す
。 

 
 

長
、
民
生
委
員
、
福
祉
委
員
で
ど
の
よ
う
な 

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
ん
で
い
ま
す
か
。 

  

汐
見
区
の
福
祉
委
員
は
、
様
子
が
「
気
に
な
る
」

と
感
じ
る
人
が
い
る
場
合
、
民
生
委
員
や
私
に
、
相

談
に
来
て
く
れ
る
の
で
、
自
分
も
福
祉
委
員
か
ら
聞

い
た
「
気
に
な
る
人
」
を
地
域
で
見
か
け
た
時
に
は
、

意
識
し
て
、
声
を
か
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
よ
う
な
区
長
、
民
生
委
員
、
福
祉
委
員
の
３

者
の
普
段
か
ら
の
『
情
報
交
換
』
や
相
談
し
合
え
る

関
係
づ
く
り
と
い
う
の
が
、
大
切
な
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。 

緊
急
時
に
区
長
が
地
区
民
の
こ
と
を
な
に
も
知
ら

ず
、
困
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
で
す
が
、
福
祉
委
員
か
ら
、
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
の
異
変
な
ど
の
相
談
が
あ
っ
た
際
に
区
長
と
し

て
、
私
自
身
、
相
談
に
の
れ
る
見
守
り
の
体
制
づ
く

り
を
考
え
て
い
ま
す
。 

汐 区 
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※「なんかやってま～す」は、坂井市社協のホームページにも掲載しています。 http://www.sakaicityshakyo.jp/ 

編
集
後
記 

 

 
 

第
5
期
福
祉
委
員
に
な
り
、
約
半
年

が
経
過
し
ま
し
た
。 

 

各
地
区
で
は
、
い
ろ
ん
な
行
事
で
、
福
祉

委
員
の
皆
さ
ん
が
活
躍
す
る
姿
が
見
ら
れ

て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
代
表
委
員
を
中
心
と
し
て
民
生

委
員
と
福
祉
委
員
の
連
絡
会
や
市
社
協
主

催
の
様
々
な
研
修
会
も
開
催
し
て
お
り
ま

す
。 

 

一
人
で
、
見
守
り
は
な
に
を
す
れ
ば
良
い

の
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
福
祉
委
員
さ
ん
。 

 

活
動
を
始
め
る
た
め
に
、
ま
ず
は
研
修

会
や
地
域
の
連
絡
会
な
ど
に
ご
出
席
い
た

だ
く
こ
と
か
ら
、
始
め
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。 

 

坂
井
市
社
協
で
は
、
代
表
委
員
さ
ん
と

協
力
し
な
が
ら
、
各
地
区
の
一
人
ひ
と
り

の
福
祉
委
員
さ
ん
の
活
動
を
応
援
し
て
い

き
ま
す
。 

 

福
祉
委
員
の
皆
さ
ん
、
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

特別企画 

 
 
 
 

丸岡町高椋西部地区の「いっぷく茶屋」開設 

 

今年度から、丸岡町の高椋西部地区でモデル事業として取り組んでいる“ご近助拠

点づくり推進モデル事業”では、地区の方が気軽に集まれる拠点として「いっぷく茶

屋」を１０月から開設しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

この「いっぷく茶屋」は、高椋西部ふくしの会のみなさんが主体的に運営を行って

います。この開設に至るまでには、ふくしの会の構成員として区長や民生委員、福祉

委員、介護予防のサロンのスタッフ、老人会といった地区の福祉に関わる人たちで幾

度も会議を重ねて来ました。初めて取り組む活動にもかかわらず、「とにかくやってみ

よう」という前向きな意見が出たことをエネルギーに、開設まで進んできました。 

 

開設当日はたくさんの地域の方が茶屋に来られ、コーヒーやお茶、くず湯など、お

好みの飲み物を囲みながら、世間話に花を咲かせました。この世間話の中から、隠れ

た困りごとや悩みが聞かれないかアンテナを張り、困りごとがあればふくしの会のな 

           か、さらに社協や地域包括支援センターに共有することで、 

早期に対応していくことを目指していきます。 

  掲載等のお問い合わせは 

 

みくに支部    Tel ８２－１１７０ 

          Fax ８２―１５９３ 

まるおか支部  Tel ６８ー５０６０ 

         Fax ６７―２９５０ 

はるえ支部    Tel ５１－４５４５ 

          Fax ５１―６２６９ 

さかい支部    Tel ６７―０６９９ 

          Fax ６７―２８０７ 

社 協 情 報 

身近な拠点で困りごとをキャッチ 
 

毎月 3回 10：00～11：30 第 1、2、3月曜日に開設しています。 
※祝日の場合は第 4月曜日に振替え 


